
消化器内科臨床研修プログラム（2年時選択） 

 

Ⅰ．一般目標 

  消化器疾患全般を理解し、これらに対する基本的な検査や治療を立案できること。また、 

各種内視鏡検査や内視鏡的治療手技、腹部超音波検査などに関して、基本手技を習得できる

こと。 

日本消化器病学会の定める専門医研修カリキュラムの基本的な部分の習得が目標となる。 

 

 

Ⅱ．研修施設と研修指導責任者・指導医 

  

１）研修施設         医療法人社団誠馨会 新東京病院 

 ２）研修指導責任者・指導医  東納 重隆（トウノウ シゲタカ） 

 

消化器内科研修 週間予定表 

 時間 月 火 水 木 金 土 

8:00～ 8:30 病棟ｶﾝﾌｧ 病棟ｶﾝﾌｧ 病棟ｶﾝﾌｧ 病棟ｶﾝﾌｧ 病棟ｶﾝﾌｧ 病棟ｶﾝﾌｧ 午
前 9:00～13:00 外来 内視鏡 外来 内視鏡 内視鏡 内視鏡 

午
後 

14:00～17:00 内視鏡 内視鏡 内視鏡 内視鏡 外来 内視鏡 

 

Ⅲ．行動目標および評価項目 

 

 評価記載     A：達成目標に達した 

       B：目標に近い 

       C：目標に遠い 

           

１．基本的検査、処置      自 己 評 価  指導医評価  

１）胸部、腹部単純Ｘ線写真の読影ができる        A B C    A B C  

２）腹部CT、MRI の基本的な読影ができる    A B C    A B C  

３）輸液、輸血、高カロリー輸液、経管栄養の立案と 

実施ができる       A B C    A B C  

４）経鼻胃管、イレウス管の挿入ができる    A B C    A B C  

         

指導医サイン          

２．薬物療法           

１）一般的な消化器疾患に対する薬物治療を理解し、 

処方計画を作成できる                A B C    A B C  

２）ウイルス肝炎に対するインターフェロン治療の 

適応と治療の特徴を理解する                         A B C    A B C 



３）炎症性腸疾患に対する治療方針を理解し、実行できる  A B C    A B C 

 

４）消化管悪性腫瘍に対する化学療法の基本的な考え方を 

理解し、実行できる                                 A B C    A B C 

         

            指導医サイン             

 

３．診断、治療法、検査手技         

１）消化器病の基本的な疾患（消化性潰瘍、消化管原発悪 

性腫瘍、良性腫瘍、炎症性腸疾患、ウイルス肝炎、自 

己免疫性肝炎、その他の肝疾患、急性膵炎、慢性膵炎、 

胆石、総胆管結石など）の病態生理を理解し、治療 

方針を立案、実行できる                             A B C    A B C 

２）肝機能をはじめとする一般的な血液検査の意味と疾患 

との関連性を理解する                A B C    A B C  

３）各種ウイルスマーカーおよび自己抗体等と病態の関連 

性を理解する       A B C    A B C 

４）上部消化管内視鏡検査の所見を理解し、内視鏡の基本 

手技を習得する                   A B C    A B C 

５）下部消化管内視鏡検査の所見を理解する        A B C    A B C    

６）各種内視鏡治療を経験し、治療内容や合併症などに 

ついて理解する                   A B C    A B C 

７）腹部超音波検査での診断と基本手技を習得する     A B C    A B C  

８）基本的な消化管造影検査（食道、胃、大腸）手技を 

習得する           A B C    A B C 

            

            指導医サイン             

 

４．診察            

１）外来での来院患者に対する対応、診察手技、診断の 

進め方などを指導医に陪席して学ぶ          A B C    A B C 

２）入院患者の診察を指導医とともに実施する   A B C    A B C 

３）患者および家族に対する説明に陪席し、 

インフォームドコンセントの取得の流れを学ぶ     A B C    A B C 

         

                           指導医サイン             


